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項 目 要  約 

１．研究の概要 マイクロ化学チップ上に、フォトニック結晶と感応性高分子から成る金属

イオンセンシング機能を組み込む技術を確立し、難分析核種を迅速・簡便に

分析できるマイクロ核種スクリーニング分析システムを開発することを目

的として、以下の研究開発を行う。 

１）金属イオンセンシングマイクロ流路の構築 

２）マイクロ液滴制御によるハイブリッド固液抽出 

３）マイクロ分析システムの高度化 

２．総合評価 難分析核種を迅速に分析するという着想は良く、また、難しい計測にチャ

レンジしていることは評価できる。 

迅速・簡便に核種の分離、分析が可能な技術として大いに期待できるため、

今後は１つずつ課題を解決して欲しい。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 
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